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～ SQANSの実証事業を通じて ～ 
 
An Empirical Analysis about the Effects of Q&A Database on Students'  
Learning Motivation: 
















 質疑応答の数を増やす方法として、過去 6 年間の授業の質疑応答の蓄積がある「中小企業
論」を対象とした約 2,700 問の質疑応答データベース（以後 SQANS 5)）を構築し、学習者が
いつでもどこでもスマートフォン（以後スマホ）やパソコンを用いて質問できるようにした。


















 国立社会保障･人口問題研究所によれば、日本の生産年齢（15～64歳）人口は 2010年の 8,174











































2015 年度と 2016 年度における「質疑応答 DB 活用事業」の活動は、過去 6 年間の「中小
企業論」の授業における質疑応答の蓄積をデータベース化（2,712 件）し、学習者の講義内容
に関する疑問に応えることを可能にする教育コンテンツを作成することである。2015 年度の

























時間等に教員と学習者の 1 対 1 で行われる。しかしながら大教室での授業中に質問が出るこ
とは稀であり、休憩時間の質疑応答の数は休み時間等の時間に制約されるため、授業一回あ
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「中小企業論」では、学習者から 1 授業あたり 30 問の質問を引き出しており、教員は回答
のために 5 時間にも及ぶ準備時間を割いているが、授業中に設けた回答時間 15 分で回答でき
るのは結果として 8 問である。これは同時に 22 問（73.3%）の質問に対する対応が欠落して
いる（多くの学習者にとっては質問しても回答してもらえない）状況であり、学習意欲を逆
に損なう原因を作り出しているとも言える。「中小企業論」は 15 回×2 期の授業であり、回答
できていない質問は 1 年で 616 問{=22 問×14 回×2 期}に及ぶ。これは早急に解決すべき課題
と考えられるが図 1に示したように質疑応答の数は教員の回答時間（準備時間を含む）に依
存するため、既に多くの時間が割かれている現状を踏まえると、これ以上時間を割くことは
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るために教員の時間に拘束されず、授業以外の時間に教員がいない場所でも利用でき、学習
者一人一人の質問に回答することができ、質疑応答の内容が学習者全員に共有されるもので
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ニアの 3 つの立場からデータベースシステムを構築することができ、全体的な教育プログラ
ム設計から詳細なプログラミング技術課題まで柔軟な対応が可能なためでもある。 
データベースシステムの開発環境は嘉悦大学が G Suite for Education を導入しているため、
Google Apps Script を使用した。データやプログラムはクラウド上に構築され、嘉悦大学生に
対するセキュリティー管理や情報共有が容易であり、データベース作成・維持に関する追加
コストを一切必要としない等のメリットがある。 
以下図 2 に SQANS の構成を示す。SQANS は主に①Q&A データ、②検索プログラム、③














く、検索プログラムの URL を知っている嘉悦アカウントを持つ者としている。 
以下図 3に SQANS の検索画面を示す。 
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 SQANS は 2016 年度春学期の「中小企業論」から導入を行った。以後、利便性の向上や、
授業での更なる活用促進、データの追加等を行い現在に至っている。以下導入と変更の概要
を示す。 
2016/ 5/10「中小企業論Ⅰ（春学期）」において表計算版 SQANS をリリース（1,482 データ） 
2016/ 9/30「中小企業論Ⅱ（秋学期）」においてスマホ版 WEB アプリ版 SQANS2 をリリース 
キーワード検索機能を追加 
2016/12/16 授業での質問回答提示方法をパワーポイント資料から SQANS2 に変更 
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事例企業名をキーワードリストに追加 
2017/ 4/18「中小企業論Ⅰ（春学期）」において SQANS3 をリリース 
2015 年度、2016 年度春学期分の質疑応答データを追加（計 2,712 データ） 
質疑応答の評価ボタン機能を追加 
 当初、春学期 5/10 にリリースした SQANS は、期末に実施したアンケート（詳細は 4.2 参
照）により、主に使い勝手に不満があることが明確となったため、問題を解決した WEB ア
プリ版の SQANS2 を秋学期 9/30 にリリースした。この WEB アプリ版ではフリーワード検索
に加え、授業のカリキュラムに沿った重要語のキーワード選択による検索機能も追加した。









 春学期の 5/10 の「中小企業論」に SQANS を導入し、春学期最後の授業である 7 月 19 日
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図 4 7月 19日実施アンケート 
 
アンケートの回答者は 92 名、履修生 108 名に対する回答率は 85.2%である。 
以下図 5に 3 つの期待成果に対する結果を示す。 
92  嘉悦大学研究論集 第60巻第1号通巻111号 平成29年11月 
 
図 5 3つの期待成果に対する学習者の認識 
 
Q1 の「中小企業論」への関心については、学習者の 8 割近くが高まったと回答しており、
質疑応答は多くの学習者の学習意欲を向上させるという結果が得られた。 








 さらに、これら 3 つの期待成果に対して日本人学習者と留学生に分けて、関心が高まった
と回答した率を図 5の右表に示す。Q1～Q3 全て留学生の方が日本人より 10%以上高い関心
を示していることから、日本人学習者と留学生では明確な差があることが認められる。この
点については SQANS の検索数と諸成績との関係を含めて 4.4 で詳しく述べる。 
























学習者 回答[人] Q1 Q2 Q3
日本人 68 75.0% 61.8% 63.2%
留学生 24 87.5% 79.2% 79.2%
全体 92 78.3% 66.3% 67.4%
関心が高まった/刺激を受けたと回答した割合
























一方、改善すべき点に関しては、春学期 5/10 にリリースした SQANS においては、Google
の表計算ソフト（Google Sheets）をベースとしていたが、学習者が普段使い慣れている
Microsoft の Excel と比べて使い勝手に差がある（動作が遅く、文字入力の決定にエンターキ
ーを 1 回多く押す必要がある）ことなどから 30%もの空白検索（誤検索）が発生し、約半数
以上の学習者が動作が遅いこと（66.3%）、検索できない場合があること（46.7%）、PC がな
いと使えないこと（50.0%）などに不満があることが明確となった。秋学期にはこれらの問 
題を解決し、スマホでも使用できる WEB アプリ版をリリース済みである。 
 
4.2.2 2016年度秋学期アンケート 
 春学期と秋学期では SQANS のデータ数が同じであり、SQANS の活用に関する期待成果に
対する学習者の認識に変化がないと予測されることから、秋学期は期待成果に対するアンケ
ートは実施せず、SQANS の改善項目に対するアンケートを実施した。その内、今後 SQANS
にあったら良いと思う点に関するアンケート結果（回答数 37人、履修生 45人、回答率 82.2%）
を以下に示す。 
<今後 SQANS にあったら良いと思う点> 
・質疑応答に関連した授業のレジメを見ることができる   … 43.2% 
・「いいね」ボタンなどにより、評価の高い質問者に加点される  … 37.8% 
・関連した質疑応答も表示される     … 24.3% 
・授業中の質問を授業時間内に回答できるようにする   … 18.9% 
・学習者も質問に回答できるようにする    … 16.2% 
・理解度テストを設ける      … 13.5% 







機能追加を行っている。レジメの参照機能については 2018 年度以降に対応する予定である。 
 
4.3 SQANSの利用状況 
次に、SQANS の 2016 年度の春学期と秋学期の利用状況を表 1に示す。 
 









小企業論」では 8 問であったところ、春学期 153 問、秋学期 118 問と大幅に増加した（質疑
応答数／授業）。秋学期は履修者が半分以下に減少しているため、1 人あたりに換算すると、
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4.4 学習者ごとの SQANS検索数と諸成績との相関 
 次に、表 2に SQANS の検索数と諸成績との相関係数を示す。「中小企業論」における成績
評価は、主に知識の定着度を評価するための課題レポートと、考える力を評価するための感









高い結果であった。感想文の点数も日本人学習者が平均 18.5 点、留学生が 17.6 点で日本人学
習者が上回っている。しかしながら、秋学期においては全体的に SQANS の検索数と諸成績
との相関関係が向上し、感想文との相関は留学生が日本人学習者を上回り、強い相関関係を
示している。感想文の点数においても日本人学習者が 17.1 点、留学生が 18.6 点と逆転してい
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図 7 SQANSの検索数と感想文の点数の分布 
 















以上、4.2 に示した 3 つの期待成果に対して 7～8 割の学習者の関心が高まったとの意識調

















表 3 授業（学習者 100人換算）あたりの質問数と時間（カッコ内は 1人あたり） 
 
 
SQANS を導入することにより、「中小企業論」の課題であった学習者からの質問に 1 授業
あたり 30 問中 8 問（26.7%）しか回答することができていないという従来の課題を改善し、
350 問中 300 問（83.6%）の質問に回答することができるようになった。質疑応答の数は従来























学習者 質問数 ～数問 30(0.3)問 350(3.5)問 11.7倍 ③は表1のj×100人
質問時間 休み時間等 授業時間90分 いつでも可 -
教員 質疑応答数 ～数問 8(0.08)問 300(3.0)問 37.5倍 ③は表1のm×100人
回答率 100% 26.7% 83.6% 3.1倍 ③は表1のf
回答時間 休み時間等 授業中15分 いつでも可 -
回答対象/質問 学習者1人 学習者全員 学習者全員 -
回答準備数 - 8問 1,482問 185.3倍 ③は2017年度春学期から2,712問
回答準備時間 - 5時間 事前作成 - ③の新規データは②に含まれる







授業科目において通年 30 回の授業で 9,000 問の質疑応答を可能にし、授業に対する興味や理
解を高めることで、8 割の学習者に対して学習意欲を向上させることができる補助教材を構
築できたことは画期的な成果が得られたと考える。 













(2) 学習者の知識欲を刺激する「e ラーニングシステム」開発研究： 
講義と併せて教材と連動した質疑応答の e ラーニングシステムにより、学習者の知識欲を
刺激する e ラーニングシステムの設計と検証を進める。 
(3) 自由に投稿・評価し合える革新的な「創発型教育プログラム」の開発と実践による評価：






















5) 中小企業論 Q&A ノーツシステム（SME Q&A Notes System）の略。 
6) 2016 年度秋学期の授業 1 人あたりの質疑応答数は平均 3.0 問であった。履修生 100 人、通年 30 コ
マとすると、1 年で 9,000 問の質疑応答が行われる計算になる。 
7) 国立社会保障･人口問題研究所（2014）p.17。推計条件は出生中位（死亡中位）を用いた。 
8) 「中小企業論」の質疑応答の質を具体的に議論するためには複数の専門家を要し、仮に質の定量
化ができたとしても、現在教員は回答作成に 1 問当たり 0.5 時間を要しており、現在の質疑応答デ








11) 秋学期の履修者 45 名の内、春学期の授業を履修していた者は 10 名。他の必修授業と重複したこ
ともあり、多くの学習者が入れ替わり、同じ学習者とは言えないが、質疑応答数などの比較を行
う前提として、一度も授業に参加していない者を除く GPA の分布が同等であることを確認した（平










[5] 私立大学情報教育協会（2005）「教育改革を目指した e ラーニングのすすめ」第 39 回通常総会 
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